
良いお年をお迎え下さい
:

本 田で、 2学 期 も終 わ りま した。 9月 当初 は、長 い 2:

学期 が始 まったなあと思 い ま したが、派 り近 ると「ア ッと:

い う間の 4ヶ 月」 で した。

縁年 の事 なが ら、子 どもと が日にみえて大 きく成長 した

なぁ |と 実態 しますが、 その源永 はやっぱ り秋 の運動会 だ

と思います。

しんど くて も額張 り切 る !み んなでや り物 る Iと い う体

験 を通 して、`S身 が しっか りと鍛 えられてい くんだろ うと

思い ます。 その姿 をク リスマ ス発表会等 を通 して、保護者

のな さん も感 じて もらえたのではないで しょうか。

明 日か ら、子 ども逹 に とっては 「楽 しい出水事」が待 っ

て い ます。風 邪 をひい た り体 調 を崩 した りせ ず、 来年 10:
日(人 )に ιまえ 気 な顔 で、 3学 期 をス ター トさせ たい と思 い

:

ます。

保護者 の春 さん、地域 のを さん方のごえ浚 ・ご協 力に感

謝 を申 しあげます。本 当にあ りが とうござい ました。

来年 もよろ しくお願 い します。
ご家族 、お揃 いで新 しい年 をおgr■ ぇ下 さい。

:       千茂 28年 12月 22日
:            池 内幼雅 園 職 員一 日

13日 はクリスマス会でした。子ど

も達は、ワクワクドキ ドキでサンタさ

んの登場を待っていました。

サンタさんは、すてきなプレゼント

を持つてやつてきてくれました。学年

毎に違うプレゼントを一人一人もらいました。また、給食もク

リスマス らしい給食で、子 ども達

は満足 した一 日を過ご しました。

子 ども達は、お家で どんな話を

したので しょうか ! きっと、日

を輝かせて 「サ ンタの話」をした

んだろうと思います。
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一 ^26(月 )冬 休み預かり開発①
27(人 )冬 休み預かり②
28(水 )  ″

1/5(木 )    ″

6(金 )  ″

③
④
⑤

10(人 )3学 期発禁式 午前ヤ保 育 子延長 あ り
11(水 )通 常保 育 お餅 つ き大会 (参 祝 な し)

16(月 )年 夕個人 懇(20■ 蓬 )

20(金 )PTA本 部 役 員会 19:00
26(木 )1月 誕 生会 10:50
28(上 )新 入 園児保 護者 説 明会
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世 界 を見 渡 す と、 貧 困 の た め に勉 強 が 十 分 出 来 な い 子

ど も達 が 沢 山 い ま す 。 そ の 子 ど も 達 の た め に 少 しで も

役 に立ちたい と、毎年、年賀状等の「 書 き損 じハガキ」

を回収 させてい ただいて います。

池 内幼 稚 園 で は、 誰 で もが 出来 る ボ ラ ンテ ィア と者

えて 、 積 極 的 に お願 い を して いま す 。 今 年 も、 是 非 ご

協 力 をお願 い します。 2月 3日 まで受 け付 けます。
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